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メジナ GLreJlap〟f7Clal(IGray は,北海道南部か

ら台湾及び東 シナ海にかけての 沿岸の 岩礁地帯に広

く生息する.太平洋側では関東以南,日本海側では中

部以南の唆海域に多 く,これ らの地方では定置網,鶴

建網などによる沿岸漁業資源 として 重要で ある･ ま

た,磯釣りの対象魚として も人気があり,九州ではクロ

と呼ばれて釣り人に親 しまれている.わが国にみられ

る3種のメジナ科魚類の中では最 も北まで分布 し,こ

の研究を 行った 細岡北部沿岸の 磯には,他の 2種の

クロメジナ G.melaT71chlhys(Richardson)及びオキ

ナメジナ G.mezif7aJordanandStarksはほとんど

或いは全 くみられないが,メジナは多 くみられる.

従来メジナについては,Suyehiro(1942) の 成 魚

の消化器官と食性,森 (1956)の幼魚の社会行動,輿

野 (1956a)の幼魚の群れ生活,奥野 (1956b)の磯

魚としての生活様式,水戸 (1957)の卵発生 と仔魚期,

水江 ･三上 (1960)の生殖巣の成熟及び季節的循鼠

水江ら (1961) の年令と成長, 小林 ･五十嵐 (1961)

の助稚魚の成長に伴 う外部形態の変化 Okuno(1962)

の旧辺湾における分布,クロメジナ幼魚との関係など

多 くの研究があるが,成長に伴 う形態及び生態の変化

を-質して調べた研究は行われていない.筆者 らは福

岡周辺海域において,メジナの成島に伴 う形態,すみ

場及び食性の変化を調べた結果,発育段階の区分並び

九州大学農学部水在学罪二教室濃練

(株)i児西総合環境センタ-

大阪市大淀区人淀LP3丁 目18-39

に各段階における生活様式の特性を明らかにすること

ができたので,ここに報告する.

現地における調査に当っては,九州大学農学部附属

水産実験所の中開明信助教授,古川哲二技官並びに水

産学第二教室の本田輝雄技官に御協力いただき,また

研究のとりまとめに当っては水産学第二教毒の方々に

御世話になり,ここに厚 く御礼申し上げる.

調査場所及び方法

調査は 1975年 5月か ら1977年11月にかけて,福岡

県北西部の津屋崎町恋の浦から志賀島に至る沿岸で行

った (Fig.】} 磯が発達 しているのは恋の浦,新宮

か ら三苫,志賀島東岸一帯及び西岸の数カ所で,これ

らの磯の問は砂浜となっている.最 も多 く潜水調査を

行った恋の浦は,岸か ら沖合 20-200m にわたり岩

盤或いは大小の転石よりなる岩礁地帯がみ られ,岩礁

縁の水深 3-10m で砂底となる.約 3m以浅の浅場

には 12月か ら4月にかけて, 一部の転石帯を 除いて

ホンダワラ類が著 しく繁茂する. 1976年か ら1977年

にかけて,調査時に測定 した昼間の表面水温は,7月

下旬に最高の 29oC, 1月中旬に最低の lloC であっ

た (Fig.2). この磯に生息する主な魚種は,メジナ

の他に ウミタナゴ DL'lrematemmF'ncki, スズメダイ

ChromL'snotaTa,ホンベラ FIaLichoereste〃〟L'spL'nL'S,

ササノ-ベラ Pse〟dolabrLJ.Sjapof7LIc〟S,メバル Seba-

sTesL'nermt'S, クジメHexagrammosagrammus,クサ

フグ TakE'fugunL-phobles等である.

本研究に用いた模本は,成長に伴い変化するすみ場

によって異なる方法で 採集 した. 浮遊期の仔稚魚は,
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Fig･2.SurfacewatertemperatureatKoi-
noura from December,1976toNovember,
1977.

Table1.Rangesorbodylengthandnum-
bersofG･puT7Clalacollectedwitheachgear.

Gear TeannggtehOf(Aomd)y 駕?iigsf

Fig.1.MapornortherncoastorFukuoka,

showI'ng the statioヮs (A),and Koinoura
wherestudywasmalnlycarriedout(B).

U径 60cm の稚魚網を用い,恋の浦沖の水域 (距岸

0.2-3km,幅 3km,水深 5-35m)において,義

層 10分曳きによって,1977年の 4月から7月にかけ

てはぼ毎月 1回の計5回の採集を行った｡

次に,磯や波止場付近に接岸した表層生活期の稚魚

は, 口径 30cm,目合 2mm の た も綱 を用いて,

1975年と1977年の 5月から7月にかけて採集した.

中層以深に移動した若魚及び未成魚の大部分は,内網

の目合が 1.6,2.7cm の 2種の三重刺絢を用い, 級

の浅所や大きなタイドプールで調査期間中のほぼ周年

にわたって採集した.メジナの群を発見するとその近

Larvalnet 3.7-15.5

Landingnet (ND* 呈Z.･a二認 ;
Gillnet 39.0-138.4
Hookandline 49.8-108.5
Spear 95.8-186.0

Tota1 3,7-186.0 758

D*;day, N;night.

くに刺網を張り,群を追い込んで羅網させた.時には

群を近くの岩の下に追い込み,その岩の周りを刺網で

囲んだ後,隠れている群を追い出して網にかけた.こ

の他釣りや手もりによる採集も行った.また,魚の動

きが不活発な夜間の採集にはたも網を用いた.各採集

用具によって採集された魚の体長範囲と個体数を示す

(Table1).

標本は10%ホル マリンで固定した後に全長,体長,

体重を&rl定し,東に一部の個体については詳しい形態

と食性を調べた. なお体長 200mm 以上の標本は,

調査場所近くの筑前大島の磯建綱漁獲物を購入して用

いた.

結 果

1. 0才及び1才魚の成長

採集したメジナのうち0才と1才の魚について,体

長及び体重の月変化を調べた (Fig.3).体昆 体重

の増加は共に春季から秋季にかけて著しいが,冬季に

はほとんどみられない.増加期の体長,体重変化をみ

ると,0才魚は5月から11月にかけて 平均 13mm,

0.1gから 75mm,17gに,1才魚は5月から9月に

かけて平均 90mm,28gから125mm,71gになる.
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Fig.3. MonthlychangesofbodylengthandbodyweightofG.puT7ClaTa
atO'andI+age. Closedcircle;Bodylength.Opencircle;Bodyweight.
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Fig.4. G.puT7ClaTa.A:8.3mm BL,B:14.4mm BL,C:17.3mm
BL,D:23.5mm BL,E:34.Omm liL,F:116mm BL.

体形となる (Fig.4).

2. 成長に伴う形態変化 成長に伴う形態変化をみるにあたっては,外部形態

メジナは成長に伴ってその体形に変化がみられる･ として背鰭と嘗鰭の鰭条の発達,鱗形成及び頑良,体

仔稚魚期には体高が低くやや細長いが,未成魚期以後 高,足柄高それぞれの体長に対する相対比,内部形態

には体高が高く側崩して,岩礁地帯での生活に適した として両顎の三尖頭門歯の発達,鯉杷数の増加,胃と
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Fig.5. Relativegrowthorheadlength,bodydepthandcaudalpeduncle
depthtobodylength.

腸の型の変化 及び腸長の体長に対する相対比を調 べ

た.

背鰭及び轡鰭の鰭条の発達をみると,体長3･7mm

では鰭摺であるが,5.8mm では鰭条の形成が始まっ

ており背鰭に10,背鰭に12の原基が認められる.7.1

mm では背鰭に21条, 嘗鰭に12条,更に8.3mm

ではそれぞれ23条,15条の鰭条が数えられる.体長

約 15mm で背鰭 15頼 13枚条,背鰭 3嫌 12軟条の

定数に達し,他の鰭の鰭条も既に定数に達している.

鱗の形成はメチレンブルー染色後の実体顕微鏡観察

の結果,体長 13mm から体側の正中線に沿った黒

色素帯上及びその上,下部に始まる.その後体側,育

部及び腹部への形成が進み,約 25mm で後頭部,紙

蓋骨上,胸部及び各鰭上を除くほとんどの休部に鱗が

みられるようになる.

休部比として頭長一体長比は,体長約 20mmまで

増加して ほぼ34%になるが, その後 減少して約 70

mm で29%位, これより更に減少がゆるやかになっ

て約 200mm で26%位になり,以後はほぼ一定であ

る.体高一体長比は体長約 50mm まで増加して43

%位になり,それ以後は一定である.尾柄高一体長比

は体長約 20mm まで増加して 14%位になり,その後
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は一定である.以上の3部位の相対成長からみて,メ

ジナは体長約 50mmで成魚と類似した体形になる

(Fig.5).

メジナの両顎にはそれぞれ 1列の三尖頭門歯と,そ

の内側に小さな歯の械毛状歯帯がある.成長に伴う門

歯の発達をみると,体長8.7mmで両顎の口唇部中に

歯の形成が始まっている.15.0mm では上顎先端部

に1対の三尖頭門歯がみられ,その先端が口唇部から

わずかに露出している.18.2mm では両顎にそれぞ

れ4本,20.1mm では上顎に8本,下顎に10本の三

尖頭門歯がみられるが,その屠出部は短い.30.4rnm

では上,下顎にそれぞれ14本,12本の三尖頭門歯が

みられ,露出部がやや長くなり,両顎末端の2本づつ

はやや分離しているが,上顎の10本及び下顎の 8本

は相互に接し合う.続いて 50.0mm で は上顎に16

本,下顎に14本,110rnm で は22本,22本,218

mm では51本,49本が数えられ,その露出部も更に

長くなる.三尖頭門歯数の増加は体長約 30mm まで

が急であり,更に約 30mm で門歯が相互に接し合う

ことによって,両顎の門歯列は岩に付着した小型の海

藻や珪藻類を削り取るのに適したものとなる.

成長に伴う触把数の変化をみると,体長3.7mmで

形成が始まっており,急激に増加して約 30mm で

35-40になる. その後やや増加して 120mmで42-
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48とはぼ一定の数に遵する.体長約 30mmで鯉杷数

がおおよそ整うことにより,鯉把は微小な付着珪藻を

ろ過するのに適したものとなる (Fig.6).

消化管のうち胃は体長 3.7mm では直線状で ある

が,約 14mm で盲嚢部がほぼ直角に曲がってL字状

になり,更に約 20mm で成魚と同じⅤ字状になる.

腸は回転,屈曲の数及び胃の左側 (魚体の頭を前方

にして背面から見て)への巻き込みの程度によって,

発達段階を以下の10段階に分けた (Fig.7).

A:腸管はまだ回転がみられず,ゆるやかなら旋状

をなす.

B:胃の右側で回転する.

C:回転部の後方に屈曲が生ずる.

D:この屈曲が更に進んで2屈曲になる.

E:この2屈曲の後方に,新たに1屈曲が生じて3

屈曲になる.

F:更 に第 1屈曲 (腸の始部から第 1番目のもの)

の前後に屈曲が生じて5屈曲になる.

G:その後胃の右側の腸管が胃を下から包むように

して左側へと巻き込み,F段階の第 5屈曲後方

が左側にみられる.

H:更に巻き込みが進み,第 5屈曲に加えて第 3屈

曲も胃の左側にみられる.
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200 250

Fig.6. Relationbetweennumberofgillfakersandbodylength.
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Table2. Numberofspecimensateachstageofintestinalconvolution.

Rangeorbody Stageorintestinalconvolution
length
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I:腸管の巻き込みが完了し,第 5,第 3屈曲に加

えて第 1屈曲も胃の左側にみられる.

∫:第 2屈曲の前後に新たな屈曲が生じて,成魚と

同じ腸型になる.

各々の発達段階の腸型をもつ個体数及びその割合を

体長区別に調べた (Table2).回転並びに屈曲形成

開始期で,腸塾が単純である A～C段階は,体長 15

mm までに多くみられる.屈曲数増加期で, 腸型が

次第に複雑になるD～F段階は,体長 15-25mm に

多くみられる.巻き込み期で,腸型が更に複雑になる

G,H段階は, 体長 25-35mm に多くみられる.負

後の屈曲形成期であるⅠ段階は,体長 35-50mm に

多くみられ,ほぼ 50mm で腸型の発達は完了して成

魚と同じJ段階になる.

一方,腸長一体長比は体長約 12mm ではぼ0.4で

あるが (Fig.8),増加して約 50mm で 1.5-2.4

とほぼ一定に達する.中でも体長 25-32mm, すな

わち巻き込みが進行するG,H段階での腸管の長さの

増加が特に著しい. このように腸型の発達及び腸長一

体長比の増加は,共に体長約 50mm までにみられ

る.

以上の成長に伴う形態変化を まとめると,体 長約

15mm で鰭条が定数に達し,約 20mm で胃型の発

達が完了する.続いて体長約 25mm で鱗がほとんど

の休部に形成され,約 30mm で両顎の三尖頭門歯数

及び鯉杷数の増加傾向に変化がみられる.更に体長約

50mm で成魚と類似した体形になると共に,脇の発

達も完了する.

3.成長に伴うすみ場と行動の変化

4月から7月にかけて行った稚魚網採集で,5,6
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Table3. ResultsoflarvalnetsarnplingotrthecoastofKoinourain1977.

41

Date "weaa.nersT:fma昌? tToowtlanlg :oSieg:etfe.dGfiE:pli;dyFo;ZnfigatZ "aim3speciesandno･of TooftaBIshneO;nshescollected collected

Apr.11 14.4.C 18
0(0)

May ll 16･8｡C 18 ;.,(9･15?まmm

May .9 17･2｡C 17 1号.≦竺･lgf)5mm

･May 19 17･2｡C 4 3!.i!･.i5amm

Jun･ 9 19･4｡C 54 1aiP･l圭.limm

Jut. 8 23.0｡C 18 0(0)

*;Larvalnetwastowedalongcurrentrip.

月に体長 3.7-15.5mm のメジナ66個体が得られた

(Table3). 5月 11日の採集では メジナは, カサゴ

属 SebaslEscussp.,マイワシ Sardinopsmelano.slI'C-

Tus,カタクチイワシ E17graulL'sjapo17ica,に次いで 4

番目に多い9個体,同 19日にはセスジボラ Lizaca-

〃〃αJα,に次いで2番目の 14個体及び6月 9日にはカ

タクチイワシ,ヨウジウオ SyngnalhusschlegerF',に

次いで 3番目に多い6個体であった.稚魚網 1曳網当

りの平均採集個体数は,5月 19日に最高の0.82個体

であったが, 要に同日潮目で曳いた場合にはその約

11倍の9.25個体であった. またメジナが採集された

曳網では,潮目での採集を除くと1曳綱当りの採集個

体数は 1-4個体,平均 1.32個体で あった. このよ

うに,体長約 15mm までのメジナは,他の仔稚魚と

共に5,6月には調査地の沿岸表層に出現する代表種

の 1つであり,潮目には特に多くみられた.

これらの仔稚魚はある程度の大きさに達すると,袷

岸水域の表層から岸近くの表層へと接岸行動を行い,

5月下旬頃から沿岸各所の磯や波止場等の岩礁性基盤

付近の表層にみられるようになる.接岸前と接岸後の

体長組成を比較すると,前述の稚魚緬採集で得られた

仔稚魚の体長範囲は3.7-15.5mm,平均 9.6mmで

あったが,5月下旬から6月中旬にかけて磯や波止場

でのたも縞採集で得られた仔稚魚では,体 長 範 囲 は

12.2-29.2mm,平均 20.2mm であった (Fig.9).

この結果より,メジナ仔稚魚は5月下旬から約 1カ月

uauTUa
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の間に,体長 12mm 位から多くは 25mm 位 まで

に,基盤を求めての水平的移動とみられる接岸行動を

行って,磯や波止場付近での生活に入ると思われる.

この時期 は メジナが 流れ藻につく時期でもあ り,

1980年に津屋崎沖で行った流れ藻採集では (三郎丸,

未発表), 6月 13日に体 長 12.8-28.9mm, 平 均

22.1mm の622個 体 (魚種組成の80% を 占める),

同28日に体長 16.2-32.8mm,平均 25.9mm の20

個体 (魚種組成の7%)が得られた. 13日に比べて

28日には採集個体数及び魚種組成に占める割合が大

きく減少していることより,これらのメジナ仔稚魚は

接岸行動の過程において,基盤の 1つである流れ藻に
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一時的に付随したものであり,そのほとんどは6月下

旬頃までに付近の磯等へ接岸したものと思われる.以

下に接岸後のメジナのすみ場と行動の変化を述べる.

体長約 20mm までの仔稚魚は,5月下旬から6月

中旬に磯や波止場付近の水面直下にみられ,数個体か

ら300個体位までの群で,移動しながら口を開閉させ

たり,静止して体を曲げた後の瞬間的な前進によって

餌生物を摂餌する行動がみられた.同じ頃に出現する

セスジボラの数十個体の群の中に,数個体のメジナが

湿っている場合もあった.採集時にたも網を近づける

と,底の方へ向かって逃げることはほとんどなく,水

平方向への逃避がみられた.

体長約 20-30mm のものは,水面下 0.1-0.3m

にみられたことが多く,前段階の摂餌行動に加えて,

磯や波止場の側壁,浮漂物をつつく行動もみられるよ

うになった.底の方へ向かう逃避行動がしばしばみら

れたが,しばらくすると再び表層-戻ってきた.続い

て体長約 30-50mm のものは,6月下旬から7月下

旬に岸付近の水面下 0.5m 位までを生活域とし, ど

く浅い場所では盛んに底の岩をつついて摂餌したが,

水深のある場所では表層で行動した.藻や岩の下等の

物陰に隠れる逃避行動が多くみられた.

体長約 50mm 以上のものは,8月頃より磯の水深

はぼ 3m 以浅の中･底層一帯を生活域とするように

なり,底の岩をつつく摂餌行動が主体であった.逃避

行動では,岩礁間や下にできた空間に入り込むことが

多かった.これらの魚は12月に水温 16-17oC にな

るまでは,水深 3m 以残に多くみられたが,水温の

低い1月 から3月 までほ ほとんどみられなかった.

1977年の冬季の潜水調査では,表面水温が 11-16oC

であった1月 18日から4月 5日にかけて行った5回,

延べ5時間の観察で発見したのは11個体で, どの僧

体も岩の下に入っており活発な動きはみられなかっ

た.しかし,暖冬と言われた1979年の1月9日には,

表面水温は 16oCであったが,約 1時間の潜水観察で ･

3-20個体より成る7群,計70個体が浅場にみられ

た.メジナが冬季に浅場にほとんどみられなかったの

は,水温低下に伴って深みへ移動したためと思われる

が,水温低下の遅れた年には浅場に留まる期間が長く

なるようであった.

冬季を深みで過したと思われるメジナは,4月に水

温 17oC位になると,1才魚となって再び浅場に出現

し,8月頃まで多くみられた.これらの1才魚は,8

月に次の0才魚が同じ浅場の中･底層生活に入る頃か

ら,3m 以浅の場所には少なくなり,やや深い水深 5
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Fig.10.Changesofcompositionoffood
organismsinstomachcontentswithgrowth.

m 前後の場所でみられることが多くなった. 体長約

150mm 以上の2,3才魚は,水温の高い時期にも浅

場に出現することは少なく,水深 5-10m の複雑で

隠れ場の多い岩礁付近に,10-20個体 の群で発見さ

れることが多かった.摂餌行動が観察されたことはな

いが,逃避行動では,岩礁の中へ隠れる場合と増大し

た遊泳カによって泳ぎ去る場合とがあった.

以上のように,接岸後のメジナは成長に伴って,磯

等の表層から中･底層へと次第に生活水深層を変化さ

せ,これに連れて摂餌行動は,表層の浮遊動物を捕食

するような行動から,底の岩をつつく行動へ,また逃

避行動は,表層を水平的に逃げる行動から,底の岩礁

の間に隠れたり,増大した遊泳カによって中･底層を

泳ぎ去る行動へと変化していった.

4.成長に伴う食性の変化

メジナの主要餌生物は,仔稚魚期には動物プランク

トンで,成長に伴って珪藻類,海藻類の植物性餌生物

に変化するといわれている.このような食性変化を明

らかにするため,体長 3.7-138mm の176個体を用

いて,体長群別に胃内容物の動,植物別湿重量組成を

調べた (Fig.10).その結果体長 20mm までは動物

性餌生物が100%を占めていた.体長 20-30mmで

植物性餌生物が11%みられ,続いて 30-40mm で

27%,40-50mm で44%と増加して,50-140mm

では74-98%と胃内容物のほとんどを植物性餌生物

が占めた.

次に,餌生物の種組成とその出現率の変化を明らか

にするため,体長 3.7-138mm の309個体 を用 い
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て,体長群別に胃内容物からみた各餌生物の出現率を

調べた (Fig.ll). その結果胃内容物には甲殻類幼

生,菓脚類,かい脚類,魚卵,介形類,裂脚甑,十脚

類,端脚類,蔓脚粗,多毛類,小型且類,珪藻類,港

藻類等の多種のものがみられた.珪藻類はLL'cmoJlho-

ra属等の付着珪藻であった.また,海藻類はいずれ

も小さな断片で同定不可能であったが,ホンダワラ類

等の硬いものが出現することは少なかった.そのほと

んどは糸状,枝状,葉状 或いは袋状の軟らかい海藻

で, 緑藻類ではアオサ科, シオグサ科, イワヅタ科

等,褐藻類ではシオミドロ科,クロガシラ科,カヤモ

ノリ科, ウルシグサ科等, 紅藻類ではウシケノリ科,

ワツナギソウ科,イギス科,ツカサノリ科,フジマツ

モ科等と思われた.

体長 10mm未満では浮遊性のカラヌス目のかい脚

類及び菓脚類のみがみられ,調査個体中の胃内容物と

しての出現率は前者が96%,後者が67%であった.

体長 10-20mmでは浮遊性及び付着性のかい脚類が

すべての胃内容に出現し, 次いで葉脚類27%,端脚

類25%で,魚卵,甲殻類幼生,介形類もみられた.こ

こで接岸前の体長 10-15,5mm の21個体と接岸後

の体長 12.2-15.8mm の 16個体の 胃内容物を比較

すると, 前者では浮遊性の カラヌス目のかい脚類が

95%,葉脚類が43%及び魚卵が3%の個体の胃内容

に出現したのに対し,後者ではカラヌス目のかい脚類

が44%,葉脚類が13%で,付着性のハルバクチクス

目等のかい脚類が69%,魚卵及び端脚類がそれぞれ

25%,介形類が 13%であった.

体長 20-30mm では,多くの個体に摂餌されてい

るのはかい脚類 100%,端脚類 76%,珪藻類 30%

で,海藻粗.魚卵,甲殻類幼生,介形類,葉脚類,等

脚類,裂脚類も出現した.体長 30-50mm でもかい

脚類の出現率が最も高く93-67%で,次いで海藻類

86-67%,端脚類79-67%,珪藻類74-43%,裂

脚類52-7%で,餌生物の種組成では前段階のものに

多毛類と小型且類が加わって多様なものとなった.体

長 50-140mmでは海藻類の出現率が最も高く100-

80%で,次いで端脚類89-45%,珪藻類73-28%,

かい脚類63-6%,製脚類45-6%,多毛類40-10%

等であった.

以上の成長に伴う食性の変化をまとめると,メジナ

は接岸前の体長約 15mm まで は小型の浮遊動物食

期,接岸後の約 15-20mm は小型の浮遊及び付着動

物食期,続いて 20-30mm は小型の浮遊及び付着動

物食付着珪藻を主とする植物性餌生物摂餌開始期,30
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～50mm は小型の浮遊及び付着動物, 底層性浮遊動

物,付着珪藻,海藻を主とする植物性餌生物摂餌増加

期,更に 50-140mm は海藻,付着珪藻を主として

小型の付着動物,底層性浮遊動物,底生動物も摂餌す

る植物性餌生物主食期とすることができる.

5. 食性の季節変化

磯の浅所の中･底層で生活する体長約 50mm 以上

のメジナについて,食性の季節的変化を みるため,

1976-77年に恋の浦で採集した体長 46-138mm の

118個 体を用いて,月別に胃内容物を調べた.胃内容

の各餌生物出現率及び植物性或いは動物性餌生物をよ

り多く食べている個体の割合 (Table4),餌生物の湿

重量組成 (Fig.12)について解析した.
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出現率の高い餌生物には海藻鯖,端脚類,珪藻類,

多毛類,裂脚類,かい脚類,蔓脚類等があり,このう

ち海藻類と端脚類ははば周年みられた.これを湿重量

組成でみると,12カ月中の8カ月は海藻類が約70%以

上を占めた.端脚類は1-6月に約 10%以上を占め,

特に4月は約70%にも達した.珪藻類は6-11月に

みられ,7,9,10月には約20%以上であった.多

毛類は4-7月にみられ,5月には約60%を 占めた

が他の月は10%以下であった.

次に胃内容物中の植物性或いは動物性餌生物の割合

をみると,植物性餌生物をより多く食べている個体の

出現率が60%以上の月 は6月から翌年3月までで,

特に10-3月にはすべてが植物性餌生物を主に食べて

いた.しかし4,5月はほとんどの個体が動物性餌生

物を主に食べていた.

以上のように,0才から1才魚のメジナは,夏季か

ら冬季にかけては植物性餌生物を主に摂餌し,春季の

4,5月には主に動物性餌生物を摂餌していた. 普

た,海藻類は周年みられたが,珪藻矧 ま夏季から秋季

に多く出現した.動物性餌生物では端脚類が冬季から

夏季,特に春季に多く,裂脚類,蔓胸類は夏季から秋

香,多毛類は春季に主にみられた.

この他,9月に行った採集では,当日集中的に存在

したボンテラ科のかい脚類及び十脚類のユメエビ等の

浮遊動物だけを飽食していた例もみられた.

6. 摂餌活動の日周変化

摂餌活動の日周変化を調べるため,1977年7月28

日正午から29日の正午にかけて恋の浦で潜水観察を
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行ない,その間 5回の採集により得られた0才魚 (各

3-5個体で体長 41.6-60.5mm)について,その

胃内容物重量指数を調べた (Fig.13).7月28日 の

日没は19時22分,29日の 日の出は5時27分で,鶴

察時の表面水温は 26-29oC であった.また,胃内容

物として出現した主な餌生物は付着珪藻,裂脚類,渇

藻類及び端脚類であった.

潜水観察によれば,13時 から14時 には10-30個

体の群をなして活発に摂餌を操り返しており,胃内容

物重量指数は1-38%,平均 1.8% で あった.次の

16時から17時30分の観察でもほぼ同じような摂餌

行動 で あり, 胃内容物重量指数は1-7.4%,平 均

4.7%であった. 日没後の約 1時間に当たる19時30

分から20時30分には,遊泳或いは摂餌中の個体はみ

られなかった. 続いて22時30分 か ら23時 30分 に

は,発見したほとんどの個体が単独で水深 2m 位ま

での底の石の下や大きな岩のくぼみで,基盤に体を接

して休んでいた.その時の胃内容物重量指数は0.5-

4.3%,平均2%であった. 1時30分から2時30分

も休止状態で, 胃内容物重量指数は0.2-0.6%,平

均0.4%と低かった.日の出から3時間前後たった8

時から9時の観察では,前夜休んでいた場所にはまっ

たくみられず,また遊泳する個体も僅かであった.10

時から11時には前日の昼間と同様に群での摂餌行動

がみられ, 胃内容物重量指数は1-1.5%,平均 1.2

%であった.

以上の摂餌行動及び胃内容物重量指数の日周変化に

よれば, メジナ0才魚は昼間活発に摂餌活動を行い,

夜間には休止して摂餌しない.
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Fig.14. LifehistoryofG.punctata.

T.発育段階における形態と生態の特徴

体長 3.7-138mm のメジナを形態及び生態により

5つの発育段階に分け, 各段階の特 徴 を ま とめた

(Fig.14).

後期仔魚期 (体長 3.7-15mm):体形は成魚に比

べてかなり細長いが,各鰭は急速に発達して鰭条数が

定数に達し,鱗の形成も始まる.両顎の三尖頭門歯は

形成途中であり,紙杷数は急激に増加する.胃は直線

上で,腸も発達初期の単純な形態である.5月から6

月中旬にかけて,沿岸水域の表層でかい脚類や葉脚類

の小型浮遊動物を摂餌して生活する.体 長約 12mm

から磯や波止場付近の表層へと接岸する.

前期稚魚期 (体長 15-20mm):体形は成魚に比

べてまだ細長いが,体長約 20mm で頭長一体長比が

最大となり,鱗の形成も進む.両顎に三尖頭門歯がみ

られるようになり,触杷数はひき続き増加する.肖はL

字状になり,腸は屈曲を増してやや複雑な形態になる

と共に脱島一体長比も増加する.各鰭の発達により遊

泳力が増して,5月下旬から6月中旬にかけて,沿岸

水域の表層から磯や波止場付近の表層へと接岸する.

主に浮遊及び付着性のかい脚類,菓脚類,端脚類等の

小型の甲殻類を摂餌して生活する.なお,接岸の過程

で流れ藻に一時的に付随するものもある.

後期稚魚期 (体長 20-30mm):体高がやや高くな

り,鱗は体長約 25mm で魚体のほとんどの部位に形

成される.両顎の三尖頭門歯数及び鯉杷数はなお増加

を続け,胃は成魚と同様のⅤ字状となる.腸は屈曲形

成後胃の左側へと巻き込んでゆき,これに伴って勝島

一体長比の増加は特に著しくなる. 磯や波止場付近

のごく表層に多く,これまでの小型動物プランクトン

を捕食するような摂餌行動に加えて,基盤に付着した

生物をつつく摂餌行動もみられるようになり,植物性

餌生物の摂餌が始まる.主に浮遊及び付着性のかい脚

類,端脚類,付着珪藻を摂餌して生活する.なお,こ

の段階で接岸する個体もいる.

若魚期 (体長 30-50mm):体高がさらに高くなっ

て成魚に近い体形となる.体長約 30mm で三尖頭門

歯は相互に接し合い,付着生物を基盤から削り取りや

すい形状となる.腸の巻き込み及び屈曲は完成する.

6月下旬から7月下旬に磯等の表層生活から中 ･底層

生活へと移行し,基盤の付着生物をつつく摂餌行動が

盛んになる.植物性餌生物の摂餌量が増加し,主に浮

遊及び付着性のかい脚類,海藻,端脚類,付着珪藻,

裂脚類等を摂餌して生活する.

未成魚期 (体長 50-138mm):体長約 50mm で

は体高が高くなって成魚とほとんど等しい体形とな



メジナの生活史

り,腸の発達も完了して成魚のものと同型となる.8

月頃から磯の 3m 以残で中 ･底層に多くみられるよ

うになり,主 に底の岩の付着生物をつついて摂餌す

る.海藻,付着珪藻が胃内容物のほとんどを占め,そ

の他端脚類,多毛楓 裂脚類等を摂餌する.水温の低

い冬季には深みへ移動すると思われ,4月頃から1才

魚となって再び 3m 以残に出現するが, 8月以降は

水深 5m前後の場所でみられることが多くなる.

要 約

メジナの生活史からみて,体長 3.7-15mm の後

期仔魚期は,体形が成魚に比べて細長く,休部比の変

化が著しい.胃は直線状,腸は屈曲が始まり,沿岸水

域の表層で浮遊性小型甲殻類を摂餌する.

体長 15-20mmの前期稚魚期は,胃がL字状で腸

は屈曲数を増す.接岸して磯等の表層で浮遊性及び付

着性小型甲殻類を摂餌する.

体長 20-30mm の後期稚魚期は,両顎の三尖頭門

歯数及び鯉杷数が増加し,胃は成魚と同じⅤ字状で腸

は巻き込みが進み長さを増す.磯等の表層で,つつく

摂餌行動が始まり,浮遊及び付着性小型甲殻類,付着

珪藻を主に摂餌する.

体長 30-50mm の若魚期は,体高が高 くなり体

形,体色共に成魚に近くなる.磯等の表層から中 ･底

層へと次第に生活域をかえ,つつく摂餌行動が盛んと

なって浮遊性及び付着性小型甲殻甑,海藻,付着性珪

藻を主に摂餌する.

体長 50-138mm の未成魚期は, 成魚と同じ体形
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となり,磯のほぼ 3m 以筏の中 ･底層で岩をつつい

て海藻,付着珪藻を主に摂餌する.冬季には深みへ移

動し,また 1才魚は8月頃から水深 5m前後の場所

へ生活域をかえる.なお,0才魚は昼間に摂餌する.
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Summary

Thelifehistory ofGl'rellapunctata(Girellidae)wasstudiedatthenorthern
coastorFukuokafrom 1975to1977. Asthesubjectsorthisstudy,0+and1+age
fishesoflessthanabout150mm inBL weremainlyinvestigated.Toclarifythe
lifehistoryofthisspecies,astothemorphologlCalcharacters,numberoffinrays
andgillfakers,relativegrowthofheadlength,bodydepth,Caudulpeduncledepth
and intestinelength to BL,andformsofstomachandintestineswereexamined.
Furthermore,ecologlCalcharacterssuchashabitatandfoodhabitswereexamined.

Asaresult,allspecimenslessthanabout150mm inBL weregraduatedwith the
charactersmentionedabovehtothefollowingfivedevelopmentalstages.

Postlarvalstage(3.7-15mm BL)
Bodyformismuchmoreslenderthanthatofadult.Eachfindevelopsandfin

raysattaintheirfixednumberatabout15mm inBL.Numberofgillfakersincre-

asesrapidly.Stomachisstraightandintestinesaresimpleinaform.Livingatthe
surfacelayerorcoastalwatersfrom Maytomid･June,theyreed onpelagicCOpe-

podsandphyllopods.
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Prejuvenilestage(15-20mm BL)
Bodyform isstillslender.Numberofgillrakersincreasesasbefore.Stomach

isLshaped,andformingbends,intestineincreaseinlength. Thehabitatchanges
tothesurfaceofrocky shores,andindividualsreedonplanktonicandbenthonic

copepods,phyllopodsandamphipods.
Postjuvenilestage(20-30mm BL)
Bodydepthbecomeslargertosomedegree.Proportionofheadlength toBL

attainsmaximum andthatorcaudalpeduncledepthbecomesconstantatabout20
mm inBL.Scalescovermostofthebodyatabout25mm inBL Stomach isV

shapedasinadults.Intestinesenfoldstomachpasslngunderitfrom righttoleft
andintestinelengthnoticeablyincreases.Livinglnalmostthesamehabitataspre-
3uvenile,theybegin to peckatfoodorganismsontherocks,andsessilediatoms
occurintheirstomachcontentsasoneorthemainroodorganisms.

Youngstage(30-50mm BL)
Bodyform andcolorationbegintoresemblethatadults.Numberofgillfakers

becomenearly constantatabout30mm inBL.Shiftingtheirhabitatfrom the
surfacelayerto themiddleand bottom layersonrockyshoresgradually from
late-Junetolate-July,theymainlyfeedoncopepods,amphipods,schizopods,sessile
diatomsandalgae.

Immaturestage(50mm IIL-)

ProportionofbodydepthtoBLbecomesconstantatabout50mm inBL and

externalapperanceisalmostthesameasthatoradults.Developmentorintestinal
convolutionfinishesandproportionofintestinelengthtoBL becomesconstantat
about50mm inBL.AfterAugustat0+age,theyfeedmainlyonsessilediatoms

andalgae,exceptinAprilandMaywhenthe1+agefishesfeedpredominantlyon
amphipodsandannelids.


